
「楽寿園で雪あそび」で広報活動
だ
。 こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
青
少
年
健
全
育
成
事
業
の
一
環
と
し

パ
ネ
ル
と
陸
上
自
衛
隊
車
両
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
子
供

わ
れ
た
「
楽
寿
園
で
雪
あ
そ
び
」
に
お
い
て
広
報
活
動
を
行

３
メ
ー
ト
ル
の
雪
山
が
作
ら
れ
る
。
当
日
は
子
供
た
ち
が
雪

子
供
た
ち
は
見
慣
れ
な
い
自
衛
隊
の
小
型
ト
ラ
ッ
ク
に
興

清水で護衛艦２隻に３６００人が乗艦

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１
等

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１
等
陸
佐
）
は
、
３
月
２
５
日
（
土
）、
清

０
人
が
参
加
し
た
。
こ
の
特
別
公
開
は
約
３
０
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
乗
員
の
説
明
を
聞

登
場
す
る
と
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。

艦
艇
広
報
を
支
援
し
た
。

見
学
し
た
。

隊
や
隊
員
に
親
し
ん
で
も
ら
い
理
解
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
国
防
と
い
う
崇
高
な
使
命
を
果
た
す

る
よ
う
な
寒
さ
に
も
関
わ
ら
ず
県
内
外
か
ら
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
た
。

ま
た
、
同
艦
に
勤
務
す
る
島
田
樟
誠
高
校
（
島
田
市
）
卒
業
生
の
八
木
雅
人
士
長
は
、
参
加
し
た

「
い
か
づ
ち
」
で
は
、
学
生
等
の
若
者
や
そ
の
家
族
等
を
対
象
と
し
た
特
別
公
開
が
行
わ
れ
５
１

験
、
ビ
デ
オ
上
映
、
車
両
展
示
を
行
い
活
況
を
呈
し
た
他
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
「
し
ず
ぽ
ん
」
が

若
者
の
獲
得
に
努
め
て
い
く
。

水
港
（
静
岡
市
）
に
お
い
て
、
護
衛
艦
「
い
か
づ
ち
」
と
「
は
た
か
ぜ
」
の
２
隻
同
時
入
港
に
伴
う

き
な
が
ら
艦
の
装
備
品
、
艦
橋
、
旗
流
信
号
等
の
特
色
あ
る
場
所
を
約
１
時
間
か
け
て
じ
っ
く
り
と

メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
に
驚
く
と
と
も
に
、
迫
力
あ
る
５
イ
ン
チ
単
装
速
射
砲
を
カ
メ
ラ
に
収
め
る
姿

ま
た
静
岡
地
本
の
広
報
ブ
ー
ス
で
は
、
隊
員
の
採
用
や
制
度
に
関
す
る
説
明
、
迷
彩
服
の
試
着
体

や
、
現
役
乗
組
員
に
艦
や
装
備
品
に
つ
い
て
質
問
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

静
岡
地
本
は
今
後
も
多
く
の
市
民
や
若
者
が
自
衛
隊
と
触
れ
あ
う
機
会
を
積
極
的
に
設
け
、
自
衛

こ
の
日
は
普
段
目
に
出
来
な
い
護
衛
艦
が
２
隻
同
時
に
入
港
し
て
い
る
様
子
を
見
よ
う
と
、
凍
え

に
直
に
触
れ
、
そ
り
で
遊
ぶ
等
多
く
の
家
族
連
れ
が
楽
し
ん

っ
た
。

自
衛
隊
は
、
雪
山
の
隣
に
陸
・
海
・
空
各
自
衛
隊
の
紹
介

陸
佐
）
は
、
３
月
５
日(

日)

に
楽
寿
園
（
三
島
市
）
で
行

て
８
年
前
か
ら
開
催
さ
れ
、
人
工
雪
を
前
夜
か
ら
運
び
込
み

用
迷
彩
服
の
試
着
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
た
。

ろ
い
ろ
な
広
報
イ
ベ
ン
ト
に
、
毎
回
行
っ
て
い
る
。
今
回
も

イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
促
進
と
入
隊
志

と
と
も
に
記
念
撮
影
を
楽
し
ん
で
い
た
。

し
そ
う
に
話
し
て
い
た
。

自
衛
隊
ブ
ー
ス
に
来
場
し
た
家
族
連
れ
は
「
自
衛
隊
の
い

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
地
域
と
の
連
携
を
密
に
し
、
各
種

願
者
の
獲
得
に
努
め
て
い
く
。

味
津
々
な
様
子
で
、
子
供
用
迷
彩
服
を
試
着
し
て
ト
ラ
ッ
ク

自
衛
隊
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
」
と
楽

母
校
の
在
校
生
４
人
に
会
う
と
、
海
上
自
衛
隊
の
魅
力
や
艦
艇
勤
務
の
様
子
を
丁
寧
に
伝
え
て
い
た
。

乗
艦
を
待
つ
長
い
列
が
で
き
午
前
と
午
後
合
わ
せ
て
３
０
８
９
人
が
見
学
し
た
。
艦
の
全
長
１
５
０

一
方
、「
は
た
か
ぜ
」
で
は
誰
で
も
乗
艦
し
見
学
が
で
き
る
一
般
公
開
が
行
わ
れ
、
開
始
前
か
ら


